
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
5
割
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
年
に
1
度

は
健
診
を
受
け
、病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
受
診
希
望
者
は
、直
接
実
施
指
定
医
療
機
関
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。若

い
世
代
の
健
康
診
断

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

期
令
和
8
年
3
月
31
日（
火
）ま
で

対
市
内
在
住
で
、
令
和
8
年
3
月
31
日
時
点
で
18
歳
～
39
歳

の
方

内
問
診
・
計
測
・
診
察
・
採
血
・
尿
検
査
・
腎
機
能
検
査
な

ど費
１
５
０
０
円（
生
活
保
護
受
給
者
は
受
給
者
証
、非
課
税
世

帯
は
無
料
受
診
証
の
提
示
に
よ
り
無
料
）

他
無
料
受
診
証
は
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

後
期
高
齢
者
健
診

　
受
診
期
間
・
検
査
項
目
は
、特
定
健
診
と
同
じ
で
す
。
対
象

者
に
は
5
月
中
旬
に
書
類
を
発
送
し
ま
す
。

費
無
料

他
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
健
康
相
談
の
案
内
や
訪

問
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
特
定
健
診
ま
た
は
人
間
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診

　
対
象
者
に
は
５
月
中
旬
に
書
類
を
発
送
し
ま
す
。

期
６
月
１
日（
日
）～
令
和
8
年
３
月
31
日（
火
）

対
40
歳
以
上
の
方

内
身
体
測
定（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
）、血
圧
、血
液
検
査
、胸

部
Ｘ
線
、心
電
図
な
ど

費
無
料

他
未
受
診
の
場
合
、
市
が
受
診
を
勧
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
各
種
が
ん
検
診
と
特
定
健
診
を
同
時
に
受
診
す
る
と
自

己
負
担
額
が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
健

康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク

　
受
検
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
受
検
前
に
必
要
な
検

査
項
目
や
書
類
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
受
診
日
時
点
で
35
歳
以
上
の
方

申
受
検
後
に
必
要
書
類
を
直
接
国
保
医
療
課
へ
。
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

国
民
健
康
保
険
加
入
者

18
歳
～
39
歳
の
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

問

国
保
医
療
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
５
９
４

国
保
医
療
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
５
９
５

健
康
推
進
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）７
８
８
０

【　
　
　
　
　
　
　
　

 　
】

【　
　
　
　
　
　
　

 　
　
】

【　
　
　
　
　
　
　

 　
　
】

特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
健
診

若
い
世
代
の
健
康
診
断

ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
２
７

　

ポ
ニ
ー
の
お
世
話
や
乗
馬
な
ど
を
体
験

し
ま
す
。

日
６
月
７
日（
土
）・
15
日（
日
）・
28
日

（
土
）、７
月
６
日（
日
）・
29
日（
火
）、８
月

20
日（
水
）、９
月
７
日（
日
）・
27
日（
土
）

時
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
海
老
名
運
動
公
園
内
え
び
な
ポ
ニ
ー
広

場対
市
内
在
住
の
小
学
生

定
各
回
先
着
12
人

費
無
料

申
５
月
16
日（
金
）12
時
か
ら
、L
I
N
E

「
海
老
名
市
」で
。
定
員
に
達
し
て
い
な
い

場
合
は
各
回
４
日
前
ま
で
申
し
込
み
可

他
保
護
者
同
伴
。
荒
天
中
止
。
駐
車
場
の

利
用
は
有
料
で
す

若い世代の
健康診断
案内ページ

45 広報えびな2025年5月15日号広報えびな2025年5月15日号

質問１ 自治会の加入率低下が課題と感じる。新築
のマンションに二次元コード付きの加入申込書を配
布したところ、普段より加入者が多く効果があった
ため、転入手続きの際に同様の申込書を配布しても
らえないか。

回答 自治会加入率は年々減少し、市全体の課題で
す。今年度中に地域コミュニティー活性化に向けた
条例の制定を目指しています。二次元コードについ
ては可能であればすぐに対応します。

質問２ 市役所周辺地区の開発により、市役所に用事
がある市民が駐車場を利用できなくなる観点から、
税金を用いて本庁舎駐車場の有料化を検討している
と聞いたが、詳細を教えてほしい。

回答 市役所に用事があって来庁された方は無料に
なります。今後、市役所周辺地区の開発が本格的に
始まり、周辺の駐車場の有料化が進みます。市役所
の駐車場であるという意識付けの意味も込めて、市
役所利用者以外の方から駐車場の利用料金を徴収
するものです。

質問３ 社家地区や今里地区には飲食店やスーパー
マーケットが少ない。高齢化が進み買い物に不便し
ている人たちが増加傾向にある。社家駅付近に飲食
店や商業施設ができると便利になるが、開発計画や
開発に対する考えを教えてほしい。

回答 スーパーマーケットを新たに誘致することは難し
く、厚木駅再開発の際も開発業者と協議をしました
が断念しました。市は、買い物が不便な地域への移
動販売にかかる燃料費を補助しています。店舗誘導
については、民間事業者や自治会などの意見を聞き
ながら計画していくことが重要だと考えています。

質問５ You Bus実証運行門沢橋ルートで本郷地区
からイオン海老名店へ行くことが多いが、帰りは海
老名駅東口まで歩かないと乗ることができず不便で
ある。利用したバス停から乗れるようにしてほしい。

回答 実証運行中のため利用者からの意見を踏まえ
て検討していきたいと思っています。高齢者が You 
Bus実証運行とえび～くるを選択できるよう、えび～
くるの利用資格の緩和や、料金の変更なども併せて
検討していきます。

質問４ 子育て支援センターを下今泉コミセンに作る
計画を聞いた。私は下今泉コミセンの移動サロンに
参加しているが子どもが少ない。扇町や中央地区の
サロンには多くの子どもが参加しているので、移動
サロンがない泉地区に作る方が適していると思う。
計画の詳細を教えてほしい。

回答 市北西部に子育て支援センターがないことなど
から、一時的に下今泉コミセンに子育て支援センター
を開設する予定です。海老名駅周辺ではビナガーデ
ンズパーチや文化会館に部屋を借りてサロンをしてお
り、今年度から総合福祉会館でもサロンをします。

質問６ 食で健康を維持し、農産物で食育ができる豊
かな市であってほしい。地産地消を推進するため、
市の財産である田畑を保全し、食料生産などに市民
が携われる仕組みを作れるか。

回答 市内に直売所が多くあるため、海老名産農産物
を食べる機会は多いと思います。市は補助金を出す
など農業を支援しています。他分野との交流につい
ては、社家地区に障がい者ケアセンターを建設し、農
業ボランティアを募集して農業を通した障がい者の
自立支援に取り組めたらと考えています。

　市民と市長が対話する市長タウンミーティングを各地域で行いました。
意見や質問、回答の一部を抜粋してお知らせします。そのほかの質問や
回答などは市ホームページをご覧ください。

市長タウンミーティング実施報告
問企画財政課 ０４６（２３５）４６３４

2月2日～3月15日の㈯㈰㈷
コミセンなど市内13会場
延べ474人

【 】
【 】
【 】

実 施 日
場 　 所
参加人数

実施報告
掲載ページ




